
京都歴史教育者協議会１月例会（１／３１）のご案内

　京都歴史教育者協議会は京都の社会科教師で結成している自主的な学習サークルです。以下のような学習会を企画しました。みなさんのご参加をお待ちしています！　　

【連絡先】〒611-0031 　宇治市広野町八軒屋谷33-1　立命館宇治高校気付　森口　等

    　　         ☎0774-41-3000 　FAX☎0774-41-3555 メール　moriguti@ujc.ritsumei.ac.jp
第５回社会科授業作り実践講座

「考える授業への取り組み」

＊報告者　板倉　威一郎さん（滋賀県立能登川高校教諭　滋賀県歴史教育者協議会会員）

　板倉さんは、京都大学法学部卒業後（当時、法学部で教員志望はお一人だったそうです）、滋賀県立彦根東高校に赴任され、現在は県立能登川高校に勤務されています。現在、３７才の中堅教員です。

　主として、公民分野を担当され、「考える授業」に精力的に取り組んでおられます。現在、運動部の顧問を２つも兼任され、お忙しいところですが、ご報告をいただきます。

＊報告の概要

　現在、普通科の小規模校に勤務している。生徒は約５０％以下が大学進学で、以下、短大、専門学校、就職と幅広い選択肢に進んでいる。生徒指導面では落ち着いてきたが、その一方で、教科指導面では教員間で深まりが無いように感じる。とりあえず、静かに授業は行えるし、難関大学への進学も、現状では推薦以外は出ていない。

　このような学校で、往々にしてあるのは、「生徒はこんなことも知らないと嘆き、写すだけの作業をさせて、「よく（我慢して）頑張った」と評価する事であろう。果たして、これで生徒に「学び」はあったのだろうか。そこで、知識を獲得し、操作し、さらに創造して行くために、ただひたすらに意味も分からず、「写経する」のではなく、意味を持たせ、「考える」ことを重視した授業展開は出来ないかと考えた。場合によっては、授業スタイルを変え、生徒に揺さぶりをかけられないだろうか。

＊報告の反響（昨年の近畿ブロック集会での報告への感想）

・「生徒が楽しく授業に参加していることがイキイキと伝わってきた。『楽しい』『分かる授業』とは、これなんだなぁと思った。紙芝居の絵特技ですね。」

・「調べ学習に対しての教師側の準備と対応が素晴らしいものだったと感じました。先生だけでなく、学校全体で１年始めから取り組めば、もっと良いものになるのではないかと思います。」

・「スケッチブックを使った提示の仕方には興味を持った。」

＊日時　１／３１（土） １５：００～１７：００（予定）

＊場所　同志社中学　第１会議室（同志社大学今出川キャンパス内）

　地下鉄「今出川」下車。３番出口を出て烏丸今出川交差点を烏丸通りに沿って北に進み、右側にある大学の門を入る。左手の同志社中学の建物の並びのチャペルを左に曲がり、少し行くとまた左折。同志社中学の中庭にある平屋の建物の左のドアです。お間違いなく。

〜いつものクローバーハウスではありません。
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